
長
野
県
信
濃
町
（
人
口

約
８
千
人
）
は
、
平
成
24

（

）

、

２
０
１
２
年
４
月
に

５
つ
の
小
学
校
と
１
つ
の

中
学
校
を
合
体
さ
せ
、
町

で
一
つ
と
な
る
小
中
一
貫

校
（
義
務
教
育
学
校
）
を

設
立
し
ま
し
た
。

取
組
の
経
過
は
『
山
と

、

湖
の
小
さ
な
町
の
大
き
な

挑
戦
（
学
文
社
）
と
い
う

』

本
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

本
の
中
で
は
、
少
子
化

と
学
校
建
設
費
の
問
題
か

ら
、
小
中
一
貫
校
が
選
択

さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成

年
度
に
「
第
三

30

者
評
価
検
証
委
員
会
」
を

設
置
し
、
令
和
元
年
度
に

報
告
書
が
出
さ
れ
、
課
題

も
多
く
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
（

。

左
記
・
一
部
掲
載
）
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と検索で入力を。

発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
11月 22人 16,200円
10月 33人 14,720円

ふ
る
さ
と
賛
歌

11

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

８
回
目
の
干
支
を
迎

え
て「英

語
と
ダ
ン
ス
は
ま

る
で
ダ
メ
。
出
さ
れ
た
料

理
は
残
さ
ず
食
ら
う
。
た

の
ま
れ
た
仕
事
は
真
面
目

に
こ
な
す
。
応
用
き
か
ぬ

が
玉
に
キ
ズ
」

小
説
家
渡
辺
淳
一
氏
医
（

学
博
士
・
文
学
博
士
）
の

昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
一
文

で
あ
る
。

私
は
昭
和
２
（
１
９
２

７
）
年

月
９
日
、
旧
松

10

山
町
山
寺
の
生
ま
れ
で
、。

８
回
目
の
干
支
を
迎
え
た

満

歳
で
あ
る
。

96山
寺
と
八
色
木
は
、
最

上
川
を
挟
ん
で
３
里
半
位

の
道
の
り
で
あ
る
。

こ
ん
な
離
れ
た
村
と
縁

が
あ
っ
た
の
は
、
私
の
祖

母
が
５
人
の
子
ど
も
を
残

し
て
他
界
し
、
後
妻
が
来

て
、
後
妻
の
親
戚
で
あ
る

山
寺
の
三
浦
家
か
ら
母
が

嫁
に
来
た
。

、

母
は
三
浦
家
の
長
女
で

弟
３
人
の
４
人
姉
弟
で
あ

る
。祖

母
は
、
近
く
に
嫁
が

せ
て
何
か
と
頼
り
に
し
た

か
っ
た
と
思
う
が
、
八
色

木
ま
で
と
は
、
心
情
察
す

る
ば
か
り
で
あ
る
。

私
が
生
ま
れ
た
昭
和
初

期
は
、
東
北
地
方
を
襲
っ

た
冷
害
で
、
娘
を
売
る
な

ど
も
あ
っ
た
。
次
三
男
は

新
天
地
を
求
め
て
、
満
蒙

開
拓
に
渡
っ
た
。

や
が
て
満
州
事
変
（
昭

和
６
年
、
支
那
事
変
（
昭

）

和

年
太
平
洋
戦
争
昭

）、

（

12
和

年
）
と
な
り
、
農
村

16
不
況
と
戦
争
に
明
け
暮
れ。

た
青
少
年
期
を
過
ご
し
た

私
は
、
村
で
育
ち
、
職、

場
も
地
元
で
あ
っ
た
の
で

ま
っ
た
く
井
の
中
の
蛙
で
か
わ
ず

あ
る
。

喜
怒
哀
楽
を
共
に
し
た

友
だ
ち
の
多
く
も
鬼
籍
に

入
り
、
語
る
術
も
な
い
。

す
べ

余
命
幾
許
も
な
い
私
で

い
く
ば
く

あ
る
が
、
ふ
る
さ
と
も
、

そ
し
て
世
界
も
、
未
来
永

劫
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を

願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

先
日
発
行
さ
れ

（
追
記
）

た
『
写
真
が
語
る
庄
内
の

１
０
０
年
（
い
き
出
版
）

』

に
「
一
、
昭
和
戦
前
の
街

、

」

並
み
ー
米
倉
庫
の
思
い
出

と
し
て
、
拙
文
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

信
濃
小
中
学
校
の
成
果
と
課
題

11月２日深夜の１時９分頃、八色木平田31で

住宅に落雷し、2階屋根から炎と煙を確認。

消防車両が出動しました。雷注意報が発令さ

れ、羽黒や櫛引地域には降雹もあり、庄内柿

に被害が広範囲に発生しました。



減
税
と
か
、
７
万
円
の
給

付
と
か
が
、
来
年
の
６
月

・
７
月
の
話
で
侃
々
諤
々

か
ん
か
ん
が
く
が
く

じ
ゃ
困
り
ま
す
ヨ
。
せ
め

て
正
月
の
ご
っ
つ
ぉ
買
う

な
さ
間
に
合
わ
せ
て
も
ら

わ
ね
ば
ン
ナ
。
そ
れ
に
、

年
金
暮
ら
し
の
人
は
ど
う

な
る
ん
だ
か
。
引
く
も
の

全
部
引
い
た
残
り
を
も
ら

っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
サ
。

▲
新
聞
テ
レ
ビ
で
見
る
文

章
・
物
価
高
か
ら
国
民
生

「
活
を
守
る
た
め
、
扶
養
家

族
を
含
め
て
１
人
当
た
り

所
得
税
３
万
円
、
住
民
税

１
万
円
の
計
４
万
円
の
減

税
を
実
施
。
こ
れ
が
判
ら

」

ね
ー
ン
ダ
。

▲
扶
養
家
族
を
含
め
て
１

人
当
た
り
・
と
は
？
扶
養

さ
れ
て
い
る
人
は
税
金
を、

出
し
て
い
ね
な
だ
さ
げ
の

ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
？

貴
方
は
分
か
る
？

分
か

り
や
す
く
公
平
な
の
は
消

費
税
を
５
％
に
・
だ
。

▲
国
会
で
は
、
少
子
化
対

策
の
金
の
捻
出
先
・
大
軍

拡
の
増
税
に
困
っ
て
い
な

が
ら
、
選
挙
対
策
で
は
な

い
の
か
・
と
も
（
石
川
）

。

の
母
校
校
歌
の
始
め
は
羽
「

前
三
山
虚
空
を
凌
ぐ
」
で

あ
る
。
ま
た
駅
名
に
羽
前

大
山
、
羽
後
本
庄
な
ど
が

あ
る
。
奈
良
時
代
に
定
め

た
律
令
国
は

国
で
あ
っ

68

た
。
そ
れ
が
戊
申
戦
争
の

結
果
１
８
６
８(

明
治
元)

、

年
、
陸
奥
国
が
陸
奥
・
陸

中
・
陸
前
・
磐
城
・
石
代

に
、
出
羽
国
が
、
最
上
川

の
南
を
羽
前
、
北
を
羽
後

に
分
け
た
か
ら
で
あ
る
。

出
羽
国
は
三
郷
（
東
西
田

川
・
飽
海
の
三
郷
、
一
百

）

九
十
三
村
が
あ
る
（
隷
は

所
属
の
意
味
。）

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
⑤

是
に
於

注
記
１
、
於
是

い
て
：
こ
の
機
会
に

鶴

２
、
郡
長
石
井
武
雄

岡
士
族
の
家
に
誕
生
。
父

と
北
海
道
に
渡
る
。
北
海

道
６
郡
の
郡
長
務
、
１
８

（

）

、

８
３
明
治

年
帰
郷

16

３

文
を
属
（
し
ょ
く
）

、「」文
書
を
書
く
こ
と
。

す

現
在
の
滋

４
、
東
山
道

賀
・
長
野
・
群
馬
・
福
島

・
宮
城
・
岩
手
・
青
森
・

山
形
・
秋
田
の
各
県
に
分

け
た
古
代
の
行
政
区
。
国

内
で
は
東
海
、
東
山
、
北

、

、

、

、

陸
山
陰
山
陽
南
海

西
海
の
七
道
が
あ
る
。

私

５
、
羽
前
・
羽
後
国

に
つ
い
て
考
え
る
（
顧
み

る
）
と
、
東
山
道
の
一
偶

の
僻
地
に
在
る
。
田
川
郡

は
月
山
・
朝
日
の
二
山
を

画
し
最
上
川
に
及
ぶ
。
か。

つ
て
は
荘
内
藩
に
属
し
た

、

、

今
回
東
西
二
郡
に
分
け

三
郷
（
郡
）
に
一
百
九
十

三
村
が
あ
る
（
隷
は
所
属

の
意
味
。
行
（
行
幸
）
に

）

際
し
、
聖
代
（
天
皇
治
世

）

、

の
世
は
道
路
が
開
か
れ

。

舟
や
車
が
便
利
に
な
っ
た

郡
民
は
七
千
六
百
金
を

徐
々
に
つ
く
り
出
し
て
醸
（

）、

、

：
か
も
す

郡
衙
を
建
て

極
め
て
立
派
で
美
し
い
郡

役
所
で
あ
る
（
輪
奐
：
り

ん
か
ん
：
建
物
が
広
大
で

壮
麗
な
こ
と
。）

経
済
良
く
な
る
か
～

鉈
音
が
大
き
い
の
は
鉈

な
た
お
と

が
切
れ
な
い
か
ら
だ
と
言

わ
れ
る
が
「
異
次
元
」
と

、

ま
で
言
っ
た
少
子
化
対
策

は
、
ど
う
な
っ
て
ん
な
だ

が
。
経
済
の
連
呼
も
大
き、

な
鉈
音
に
思
え
る
の
だ
が

▲
首
相
が
言
う
経
済
っ
て

何
な
の
か
は
俺
に
は
解
ら

な
い
が
、
減
税
で
も
還
元

で
も
給
付
で
も
ど
っ
ち
で

も
い
い
ん
だ
ヨ
。
俺
達
国

民
が
暮
ら
し
易
く
な
る
の

な
ら
サ
。
と
こ
ろ
が
、
与

党
内
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い

な
い
中
身
の
よ
う
で
は
？

▲
こ
の
一
年
、
全
て
の
物

価
が
上
が
っ
た
で
し
ょ
。

賃
金
も
例
年
よ
り
は
上
が

っ
た
。
で
も
、
暮
ら
し
が

楽
に
な
る
程
の
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
そ
の
対
策
の

一
つ
、
ガ
ソ
リ
ン
の
値
引

き
に
は
金
を
使
っ
た
が
、

ド
ル
高
・
円
安
対
策
は
？。

あ
・
こ
っ
ち
は
日
銀
か
ナ

▲
ど
っ
ち
に
し
ろ
、
物
価

高
で
今
の
暮
ら
し
に
困
っ

て
い
る
の
に
、
４
万
円
の

是
に
於
て
、
郡
長
石
井

、

、

武
雄
郡
書
記
鈴
木
重
光

中
村
有
行
、
吉
田
哲
茂
、

戸
長
（
現
在
の
町
村
長
）

五
十
嵐
九
兵
衙
、
加
藤
三

七
、
石
栗
六
内
、
富
樫
信

好
、
議
員
齊
藤
良
輔
、
石

、

、

川
養
貞
齊
藤
多
右
衙
門

本
間
多
右
衙
門
等
は
、
郡

と
一
緒
に
な
っ
て
（
與
、）

む
ら
の
長
老
（
父
老
）
と

（

）
、

謀
は
か
り
：
相
談
し

郡
役
所
の
盛
事
（
記
念
す

べ
き
事
）
を
記
し
た
碑
を

建
て
よ
う
と
思
っ
た
（
欲

す
。
縣
令
折
田
平
内
君
を

）
因
（
た
よ
り
に
し
、
私
は

）

文
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と

を
依
頼
し
た
。

羽
前
・
羽
後
の
出
羽
国

藤
島
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

３
日
か
ら
６
年
１
月
８
日

ま
で

藤
島
歴
史
公
園
Ｈ
ｉ
ｓ
ｕ
花
（
ヒ
ス
カ
）
で
３
日

夜
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。Ｈ

ｉ
ｓ
ｕ
花
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
井
上
夏
代
表
）

、

。

が
主
催
し

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

台
や
飲
食
店
も
設
営

10

い
な
ば
幼
稚
園
の
園
児
が
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

で
、
約

万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
輝
き
ま
し
た
。

15

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
若
者
や
子
ど
も
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。


